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Field observation of Catopsiliag pononz 本 SDYIGIGS and 
C. czocg7e Cramer and their breeding records in 1974 


TAKAMICHI NAITO and TETSUO IMAMURA 


ギン モン ウス キチ ュ ウ (以下 ギン モン と 略 ) Catopsilia $0omona Fabriciuns と ム モ ン ウ スキ チュ ウツ (以下 ム モ ン 
と 略 ) C. crocale Cramer の 飼育 記録 は 少な く , こと に 明確 に 同定 され た 母 蝶 が 産卵 し た 次 代 の 飼育 記録 と し て は , 
ょ モン か ら ょ モン が 羽化 し た 三 つ の 報告 し か な い (大 原 , 1971 ; 内 藤 , 1972). 

筆者 ら は , 1974 年 夏 に 両者 の 母 蝶 を 確認 し た 卵 か ら , それ ぞ れ 両者 が 混じっ て 羽化 する こと , 両者 間 の 交尾 が 野外 
で 行わ れる こと , な どか ら , 両者 が 同一 種 で ある と いう 考え を 示唆 する 資料 と し て , ここ に 報告 する . 




















野外 観察 と 飼育 


1. 母 蝶 を 確認 . その 卵 の 飼育 記録 (Table 1) 
1) 沖縄 県 産 ム 、 モ ン ウ スキ チョ ウツ (No. 1) (今村 ) 
沖縄 本 島 産 ム モ ン を 奄美 大 島 名 瀬 市 に お いて , ナン バン サイ カテ に ヒ 袋 が けし て , 1974 年 6 月 24 一 25 日 に 約 50 卵 を 得 
た . その 飼育 に より , ム モ ン 168 8179 ?, ギン モン 48 8 3g ? が 羽化 し た (Table 1, Fig. 1). 
2) 鹿児島 県 指宿 郡山 川町 産 (内 藤 ) 
(i) 母 蝶 ギン モン ウス キチ ョ ウッ (No. ID 
7 月 28 日 , 30 日 , 8 月 3 日 , 4 日 に , 同一 個体 と 思わ れる ギン モン が , ナン バン サイ カチ お よび Cassig sp. に 産 
卵 し て いる の を 観察 し , 卵 が 産み つけ られ る た びに その 葉 を 切り 取っ て , 合計 37 卵 を 得 た . 36 卵 昨 化 . 
母 忠 ギン モン ウス キチ ュ ョ ウッ (No. III) 
8 月 16 日 に , ギン モン が ナン バン サイ カチ に 産卵 する の を 観察 し 4 卵 を 得 た . 全 卵 虹 化 . こ の 母 蝶 は , 玩 の 破損 状 
態 か ら 判 断 す る と , 上 記 No. IT の 母 蝶 と 同一 個体 の 可能 性 が ある . 
0 母 喋 ふ ム モ ン ウ スキ チョ ツウ (No. IV) . 
8 月 11 日 , ナン バン サイ カチ 産卵, 4 卵 を 採集 . 全 卵 化 . 
(iv) 母 蝶 ム モン ウス キチ ョ ュ ウ (No. V) 
8 月 13 日 , 14 日 に ナン バン サイ カチ に 産卵 , 14 卵 を 採集 . 13 卵 身 化 . 
上 記 山 川町 産 は , 直径 18em, 高 さ 7.5em. の シャ ー レ に 少数 ずつ 入れ , 自然 日 長 の ぁゃ と で , 28.5 一 34.0'C を 主 と し 
た 自然 室温 下 に お ける 高温 区 と , 20.5 一 23.6C の 冷房 室温 下 に お ける 低温 区 の 2 群 に わけ て 飼育 し た . 
羽化 し た 次 世代 と 母 蝶 と の 関係 は 次 の よう に な る . (Table 1, Fig. 2) 
母 蝶 ギン モン (No. TI) > ギン モン 18 ・ ム モン 68818 
母 蝶 ギ ン モ シン (No.IIT) っ > ム モン 1819 
母 蝶 ム モン (No. IV) > ム モ ン 18198 
母 蝶 ム モン (No. V) っ > ム モ ン 28 る ・ ギ ン モ ン 1 
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Table 1. ム モ ン ッ スキ チュ ッ と ギン モン ウス キナ ュ ッ の 卵 か ら 得 た 羽化 成 下 
母 嘩 | | 羽 化成 昌 
| 上 | 産地 | 産卵 月 日 | 飼育 条件 | 北 化 月 日 押 化 A 羽化 月 日 | モ シッ スギ ン モ ンタ 
No. | キチ ョ ウツ | スキ チュッ 
ee | | ; a 8 \ 8 る 
1 | モン ウス キ | 沖縄 本 島 6.24 6 見 維 | 一 ー |z7ncl5| ie 7 | 4 3 
| | y 帳 
| キン ョ ン 9 鹿児島 県 7.28 0 6 8 10-20 8.19-9.1 3 1 | 1 
| 
ウス キチ ェ ッ | 山川 町 8 3 8 4 7 88 5 0 3 3 
i IS 816 CoS 817 |825~26|8.31~9.2 1 1 
こら | hi 825 | 9.4 1 
JV ウス キチ 。 ウツ | ク 8.11 1 高 温 | ーーー 1 ーー ーーー| 一 ーーーーーーー 一 
| 0 8.20 8.26 1 | 
[ 低 温 | IE 
| 洋 826 | 9.5 1 1 
ム モ メン | ( 2 ) | 
vV 2 8.13, 8.14 2 
2 20 の の 放電 845| 825 | 829 | 1 
3) 高温 : 7 (28.5 一 34.0 で ), 低温 : 冷房 室温 (20.5~23.6'C) 
%%) No. II, No. III は 同一 個体 の 可能 性 が ある . 
Table2. 鹿児島 県 山川 町 に お ける ギン モン ウス キチ ナチ ョ ウ と ム モ ン ウ スキ チュ ウッ の 発生 
月 日 第 1 世 代 第 2 世 代 第 3 世 代 
8.28 | \18 ギ 19 (産卵 中 ) 卵 5 齢 初期 幼 昌 多 し 
9 a 卵 は 7.28 よ り 少 な く 記 
0 お 4 ご 5 前 中 知多 し 
6 も 4 齢 少な し 
8 す 9 | 19 ず 17" 人 て ) 5 齢 13 以 上 , 同 老 熱 3 疲 3 
84 |*18 \1e( ヶ ) CC 
人 = 「\18( 羽 化 直後 ) ム 18 ょ 5 
8.11 | *18 (ちち すら 押 史 中 。 1 9 は 第 1 世 | 卵 きわ めで て 多 し 
! 代 ギ 8 0 i ! ーー 
2 る ギ 29(19 産 卵 四 ) ハ 38 3 - 
8.13 | \1 3 ギ 1 @(〈 い くら か 産卵 中 ) | ム 79(5 ち 6 9 産卵 中 , 1 eg | 卵 き わ め て 多 し 
よる と 突 昌 中 明 112 齢 5 一 6 
9 a ギ 28 ギ 29 (19 ぇ 18 と 交 | 卵 き わ め て 多 し 
814 | #16 *1eC 2 ) 尾 ) 936 6.9 ( 産 有 中 ) 1~§ 秋 5ー6 
5 5 ギ ギ ム ム 79(5 わ め て 多 し 
8.16 に ギ 1 $ ギ 1 2( ク ) ち 6 9 産卵 中 ) 15 歯 1 
‘ 、 族 所 卵 少数 3 一 4 齢 2 一 3 
8.22 _ ー _- ^ ム 18 ふ 29 (いく ちら か 産卵 中 ) | 全 欠 イ 1 5 齢 老 誤 1 
gu 5 歯 老 圭 2 
9. 1 eee ギ 28 ム 28 | 踊 1 (ふる ) 
9.7 ¥28 | 中 1 
9.15 | 「 ょ 18 
9.28 | 「 ム 18 
_ 注 1) : ギ は ギン モン ウゥ スキ チュ ウ ,。 ム は ム モ ン ウ スキ チュッ の 略称 
2) : 次 の すり 切れ た 状況 か ら 8 月 中 旬 ま で 第 1 世代 の 個体 が 生存 し て いた も の と 推定 し た . 
3) : 麺 の 破損 状況 より 第 1 世代 の ゃ は 同一 個体 と 思わ れる  ④: 1 日 観察 時 間 は 3 一 6 時 間 
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2. 鹿児島 県 指宿 郡 山川 町 に お ける 発生 状況 (Table 2) 

1974 年 7 月 28 日 か ら 9 月 28 日 の 間 に , 13 回 野外 観察 を 行っ た (内 藤 ). 

7 月 28 日 一 8 月 4 日 : 汚れ た ギン モン 28 @1 ゞ が 飛翔 し , ゃ は 産卵 し て いた . 7 月 28 日 に は 卵 か ら 終 齢 妨 昌 まで み 
られ た が , 8 月 3 一 4 日 に は 卵 は 少な く , 遇 が み ら れ た . 

8 月 11 日 : 第 二 世 代 の ギン モン と ム モ ン の 成虫 が か み ら れ , 卵 も 多かっ た . 汚れ た ギン モン る と 新鮮 な ム か モン の 1 
対 の 交尾 を 観察 し た (Fig. 3). 

8 月 113 一 16 日 : 新鮮 な 第 二 世 代 の 成虫 が 出 て お り , ギン モン 181@ と , ム モ ン 38879 9? を 見 だ. 13 日 に は ょ ふ モ 
ン 8 る の 交尾 を 1 対 , 14 日 に は ム モ ン ゐ お と ギン モン の 交尾 1 対 を 観察 し た (Fig. 4). 

8 月 22 日 : 成虫 , 卵 と も 激減 し , 幼虫 も 少な く な っ な た . 

9 月 1 日 , 7 日 : 成虫 , 幼虫 と も 少な く , 暴 1 頭 が か み ら れ た . 

9 月 15 日 , 28 日 : 第 三世 代 の ム モ ン 18 が 見 られ た . 
3. 鹿児島 県 指宿 郡山 川町 で 採集 し た 幼虫 と 交 の 飼育 (Table 3). 

内 藤 お よび 木佐 貫 健二 ・ 川 原 章 ・ 川 原 元司 の 各氏 が , 7 月 28 日 か ら 9 月 1 日 の 間 に 野 外 で 5 齢 幼虫 と を 採集 し , 
鋼 育 し た と ころ , ム モ ン 98 83@ ?@, ギン モン 48@81@ が 羽化 し た . 



















































































Table 3. 鹿児島 県 山川 町 採集 の 幼虫 , 虹 か ら の 羽化 成虫 
a i 尿 集 ステ ー ジ | 羽化 月 日 9 化成 則 全島 の 
月 日 ! 頭 数 | 2 の この の Ro 
7.28 | 5 | 5 湯 初 期 幼 昌 | 8.5~8 4 1 2 
きき 3 5 齢 老 熟 幼 東 | 8.10~12 1 が の 2 

ク 3 | 虹 8.10 1 時 2 
8 4 | 1 5 齢 老 熱 幼 昌 | 8.12 1 | 2 

ク 2 敵 | ク | 1 1 “ 2 
313 | 1 由 8.16 1 ] 2 
8.22 | 1 | 5 内 老 問 幼虫 | 8.31 1 | 3 
| 9. 2 1 3 








4. 雑 交 個体 の 飼育 

8 月 11 日 午後 2 時 どろ に 内 藤 が 発見 し た ギン モン 8⑧ と ム モ ン (Fig. 3) を 午後 4 時 どろ 採集 し , 容器 に 入れ た と 
ころ , 午後 4 時 半 ど ろ 交 尾 が 終了 した. この? は 鉢 西 え を の ナン バン サイ カチ に 袋 を か け , この 中 に 放っ て 採卵 を 試み 
だ た が , 産 久 す る こと な く 8 月 17 日 に 死亡 し た . 


考 察 
1、 ギン モン ウス キチ ョ ウ と ム モ ン ウ スキ チョ ウ の 混合 羽化 
同一 の 母 召 か ら ギ ン モ ン と ム モ ン が 羽化 し た 例 は 5 例 中 3 例 ある ( 母 尋 No. L IL Y). 野外 で ゃ 混合 羽化 が お こ 
っ た 可能 性 が ある こと は , 野外 観察 で 第 一 世代 で は ギン モン 1 9 し か 見 られ な か っ た と と , お よび これ か ら 生じ た 
と 考え られ る 野外 採集 の 幼虫 , 遇 の 飼育 で 同一 時 期 に ギン モン , ふ モ ン の 両者 が 羽化 し た こと か ら 推 察 で きる . 自 
然 室温 と 冷房 室温 と に 分 け て 飼育 し た 例 (No. TI, IV, V) で は 低温 区 か ら や ギン モン が 羽化 し た も の が ある が , 同 
時 に ょ モン も ゃ 羽化 し て いる . 温度 環境 と 両者 の 出現 と の 関係 に つい て は , さら に 数 を 増やし て 調べ る 必要 が ある . 
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2. ギン モン ウス キチ ョ ウ と ム モ ン ウ スキ チョ ウ の 交尾 

山川 町 の 発生 地 に お ける 観察 で は , 8 月 11 日 に ヘム モ ン 1 $ が 飛翔 し て いた に も か か わら ず , ム モ ン gX メ ギン モン 8 
の 交尾 を 観察 し , また 8 月 14 日 に は , ギン モン 28 8 が 飛翔 し て いた に も か か わら ず , ギン モン メ ム モン 3③ の 交尾 
を 見 出し た . これ ら の 事実 か ら , 両者 間 の 交尾 は 容易 に 行わ れる も の と 思わ れる . 
3. ギン モン ウス キチ ョ ウ と ム モ ン ウ スキ チョ ウ と の 関係 

別種 と され て いる 2 種 を 同一 種 と 扱う 条件 と し て , Ford (1945) は , 両者 の 自然 交尾 の 頻度 と 同 者 聞 の それ と の 間 
に 差 が な いこ と , 両者 間 の 交配 に より 生じ た が 産ん だ 卵 の 明 化 率 と , 同 者 間 の それ と の 間 に 差 が な い , こと を 挙げ ば 





Fig. 1. 沖縄 県 産 ム モン ウス キチ ョ ウッ (No. 1) か ら 羽 化し た 成虫 の 一 部 
左 列 : ギン モン ウツ スキ チョ ウッ ウ (上 8 下 g), 中 列 ・ 右 列 : ム モ ン ウ スキ チョ ツウ (中 上 $ 他 ゃ ) 
Fig. 2. 鹿児島 県 産 ム モン ウス キチ ュ ョ ツウ (No. V) と ギン モン ウゥ スキ チュ ウッ (No. IT) か ら 羽 化し た 成虫 の 一 部 
左 列 : ム モン ウス キチ ョ ッ (No. V) か ら 羽 化し た 成虫 (上 : ム モン ウス キチ ナ ョ ツウ 6⑧, 下 : ギン モン 
ウス キチ ョ ツ S) 
中 ・ 右 列 : ギン モン ウス キチ ョ ウッ (No. II) か ら 羽 化し た 成虫 
中 列 : 高温 飼育 (上 : ム モン ウス キチ ナチ ョ ツウ 6⑥, 中 ・ 下 : ム モン ウス キチ ョ ウツ) 
右 列 : 低温 飼育 (上 : ム モン ウス キチ ュ ョ ウッ 3③, 中 : 同 9%, 下 : ギン モン ウス キチ ョ ツ 6) 
Fig. 3. 交 選 し て いた ギン モン ウス キチ ョ ウッ 6② ( 左 ) と ょ ふ ム モ ン ウ スキ チョ ウッ ( 右 光 鹿児島 県 山川 町 , 1974 年 8 月 
11 日 採集 〕 
Fig. 4. ム モ ン ウ スキ チョ ツウ @⑥ (上 ) と ギン モン ウス キチ ョ ッ ゃ ( 下 ) の 交尾 〔 鹿 児島 県 山川 町 , 1974 年 8 月 11 日 
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て いる . 第 一 の 条件 に 相当 する ギン モン と ょ ム モン の 両者 間 の 自然 状態 に お ける 交尾 が 容易 に 観察 で きた が , 第 二 の 条 
件 を 満足 する 能 化 率 に つい て は 直接 調べ る こと は で き な か っ た . し か し , 第 一 世代 の ギン モン か ら 生 じ た と 考え られ 
る と ょ モン 2(No. IV, V) の 産ん だ 卵 の 崇 化 率 は それ ぞ れ 10022, 9322 と 高かっ た . 

これ ら の 結果 か ら , ギン モン と ふ ム モン は 同一 種 の 異な っ た 表現 型 と 考え る の が 竣 当 と 思わ れる . 
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Summary 


In 1974, the authors had a series of field observation on Catopsilia at Kagoshima Prefecture, and 
reared the eggs laid by two females of Catopsilia pomona Fabricius and three of C. croca:ce Cramer. 
The following results were obtained. 


1) Of three examples of mating observed in the natural conditions at Yamakawa-cho (Kagoshima 
Pref. ), two were pomona x crocale. 

2) Three batches of mixed offspring composed of pomona and crocale emerged from a female of po- 
mon aand two females of crocale. A batch of mixed offspring was supposed to occur also in the field. 

3) All offspring of an individual of pomona were crocale. 

4) Hatchability of the third generation deriving from the two females of crocale of which materal 
butterfly may be a single female of pomona is so high as shown by 100 and 9322. 

These results suggest that bomona and crocale, hitherto regarded as the dependent species, are 
the different phenotypes of a single species. 








名 古屋 市 内 た お ける ゴマ ダラ チョ ウ の 多数 発生 


阿 。 江 茂 
(466) 名 右 屋 市 昭和 区 山里 町 , 南山 大 学生 物 学研 究 室 

















1976 年 は 気 師 が や や 異常 で あり , 各地 で 昆虫 に 異変 的 な 現象 が お き て いる よう で ある が , 名 古屋 市 内 の ゴマ ダラ チ 
ョ ウッ ぁゃ その 一 つ で は な いか と 思わ れる . 市 内 の 周辺 部 一 帯 や 中 心 部 の 社寺 林 な ど に は 現在 も エノキ が 多く , 20 年 位 前 
まで は ゴマ ダラ チョ ッ は 多 産 する と いっ て よい 状況 で あっ た が , 近年 は 減少 の 一 途 を た どっ て きた . と ころ が 1976 年 
は 非常 に 多く 発生 し , 1975 年 の 調査 中 は 1 頭 $ も る な か け な か っ た 名 古屋 市 の 中 心 部 に ある 熱田 神宮 で は 1976 年 7 月 21 日 
に 2 時 間 位 の 間 に 3 頭目 撃 で きた . 筆者 自身 は 市 の 東部 丘陵 地域 で ある 東山 方 面 を 十分 調査 する 時 間 的 余 傘 は な か っ 
た が , 長男 の 茂樹 に よれ ば 調べ た エノキ に は すべ て ゴマ ダラ チョ ッ が 見 られ た . 筆者 と 茂樹 の 観察 で は 少な く と $ 最 
近 の 10 年 間 に こ の よう な 経験 は な か っ た . 

市 内 で の 農薬 の 空中 散布 が 行わ れん な く な っ て か ら か な り の 年 月 が た ち (地上 散布 は 行わ れ て いる が ) 自然 が 回 復 し 
て きた こと も ゃ も この 発生 を 助け た こと が 考え を られる. ゴマ ダラ チョ ッ の 場合 は いずれ か 一 方 の み が 原 因 か も 知れ な い が , 
いずれ に し ろ こ の まま 市 内 の 集団 数 が 維持 され れ ば と 望ん で いる . 
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